
外務省資料

外務省では、地方自治体が直面している生活者としての外国人住民の問題に関して、外国

人の出身国とも密接に協力しているが、次のような取組や支援を実施

◎外国人問題に関する国際シンポジウムの開催 (計5回 )
2005年より外国人問題に関する国際シンポジウムを開催し、諸外国における

外国人の受入れについての経験や知見を紹介し、外国人受入れ政策のあり方等に

ついて議論 (各シンポジウムにおける当日配布資料、発表資料は、国際移住機関
(10M)の ホームページhttpプ/wWW iOmiapan Org/news力 ndex cfm参照 )

在留日系人支援

◎JICAによる在留日系人支援

(1)日 系人の生活相談窓口での支援
日本語に不慣れな日系人を支援するため、地方自治体の外国人相談窓口と連携
し、日本語の堪能な日系人を相談補助員として配置 (33カ所・約50名 )

(2)日 系人に対する日本語教育支援
元JICAボランティアを国際交流協会主催の日本語教室の講師として派遣、

日系人を対象とした再就職のための日本語講座、児童を対象とした日本語研修等
を実施する元」lCAボランティアの活動を支援

(3)「在日ブラジル人教育者向け遠隔教育コース」への側面的支援

在日ブラジル人学校の教員等が日本国内においてブラジルの初等教育教員免許
を取得するための通信教育に対して、」ICA施設の無償利用など側面的支援を実施

(4)介護の仕事に関する技術研修
NPO法人に委託して、失業した日系人 (20名 )を対象に、日本語学習と介護研
修を実施

日本語教育、人材育成

◎ 日系人を対象としたJlcA事業

(1)「現地教員特別参加制度」
日本国内の国公立学校の教員を中南米諸国の現地政府公認校へ派遣し、日本語

指導や日本の文化等を紹介

(2)「 日系社会リーダー育成事業」
日本の大学院に留学する日系人に対して、滞在費・学費などの倶1面的な支援を

実施



ブラジル人に係る入国状況及び査証発給状況
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ペルー人に係る入国状況及び査証発給状況
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